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高砂市男女共同参画センターでは、
図書の貸し出しを行っています。

～ お一人様2冊まで、
期間は2週間です。～

「選択的」夫婦別姓

著者：青野 慶久

この本は、結婚し妻の姓に変えた著
者が、姓を変えたことで様々な苦労
や、社会的不利益を経験し、「選択
的夫婦別姓」が認められるようにと
申し立てた裁判の記録です。
難しい法律の話ではなく、夫婦別姓
を基礎から知ることができる入門書
的な本です。
夫婦同姓でも夫婦別姓でも、自分達
で選択できる社会について、この本
で考えてみませんか？

認知症世界の歩き方

著者：筧 裕介

「認知症のある方が生きている世
界」を実際に見られるようにした本
です。認知症に関する本は、医療従
事者や介護者の視点のものが多いで
すが、この本は認知症本人にインタ
ビューを重ね、本人の気持ちや困り
ごとを集めた本です。
認知症がある方の経験する出来事を
「旅のスケッチ」「旅行記」の形式
にまとめてあり、分かりやすく学べ
ます。



見えない息子と暮らした
母親たち

著者：臼井 美伸

現在、国内に中高年のひきこもりは
61万人いると言われています。
親は子どもに普通に生きて欲しいだ
けなのに・・・・
この本は、母親にできること、
母親がしてはいけないことは何か？
元ひきこもりの子を持つ母親たちの
振り返りを書いたものです。

生きづらさの生き方ガイド

著者：大橋 史信
岡本 二美代

生きづらさを抱えている事はありません
か？この本はそんな生きづらさを感じた
時、どこに相談すればいいのか？
どのように利用したらいいのか？
ご本人の体験のインタビュー・ご家族体
験インタビュー・困りごと別活動団体・
相談窓口等が記載されています。
ご自身のタイミングで、ご自身の生きづ
らさを相談機関や活動団体に相談してみ
ませんか？



父は他界、母は車椅子ユーザー、
ダウン症の弟、認知症の祖母を抱
えた著者に、次々に襲い掛かる
「もうあかんわ」なラインナップ。
「人生は、ひとりで抱え込めば悲
劇だが、人に語って笑わせれば喜
劇だ」をモットーに、理不尽な
日々をだれかに笑ってもらうこと
で救いを得るために書かれた３７
日間の日記です。「もうあかん
わ」と思っている全ての人たちに
ぜひ読んでもらいたい本です。

もうあかんわ日記

著者：岸田 奈美

大人の皆さんも、学生の頃「明日学
校に行きたくない。」と思ったこと
はありませんか？今、あなたの子ど
もが「学校に行きたくない。」と訴
えたらあなたはどう答えますか？
この本は、悩みごとの専門家三人が
子ども達と向き合い、子どもの「言
葉にできない思い」に寄り添い書か
れた本です。「明日学校に行きたく
ない。」と言われたら、自分で自分
を追い詰めないでと伝え、そっとこ
の本を渡してあげてはどうでしょう
か？

～言葉にならない思いを抱える君へ～

著者：茂木健一郎
信田さよ子
山崎聡一郎

明日、学校に行きたくない


